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図 1 GHQ得点平均
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表 1 アンケート調査（大学生活）におけるカイ 2乗検定による有意差の一覧表
① 1年次の GHQにとる健常者 ・問題あり群での差
② 2年次の GHQによ る健常者 ・問題あり群での差
③ 1年次 と2年次と の差
1年次の健常者 2年次の健常者 2年次と 1年次
問題あり群 問題あり群 との比較
入学意志
入学の満足度 ＊ ＊ 
住居 ＊ 
就哀時刻 ＊ ＊ ＊ 






















ろう ．アルバイトの理由としては 1・ 2年次ともに「趣
味 ・旅行のため」が一番多か った． しかし 1年生の時































った項目は表 1のと おりであった． 1年次では住居・
就寝時間・テレ ビ を見る時間 • 生活不安に有意差があ
った． 2年次で有意差あったのは生活不安だけになっ
た．この結果 1年次に精神健康に関わる大学生活項目









































生活不安は「問題あ り」群とで 1, 2年次共に有意
に差のあった項目である．「やや感じてい る」と 「感じ
ている」を合わせると ， 1年次は72.4％で， 2年次は
41.3%とかなり減少しているように見える． しかし表
2をみてみると 「感じている」では， 1年次 6名， 2 
年次10名と 4名増えている．その内容を調べてみると，
入学次には友人関係，授業，就職 ・将来の進路，アル




1 年 次 2 年 次
健常者 問題あり 合計 健常者 問題あり 合計
感じていない 5 3 8 6 6 
あまり感じていない 7 4 31 14 2 16 
やや感じて いる 8 15 23 23 ， 32 
感じている 6 6 4 10 14 






これは 1年間で大学生活の環境に慣れたこ と， 友人と
共に干渉のない自由な時間配分ができるようになり，
生活のリズムの乱れが少なくなったことも要因と推察
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